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　10月 15日（金）に上松小学校音楽会が行われました。
どの学年も気持ちを一つにして、今までの練習の成果を発
揮した演奏と歌を聞かせてくれました。
　発表が終わるたびに、参観した保護者や先生達から
大きな拍手が、子供たちに贈られました。
   　　（関連記事　3Ｐ）

上松小学校音楽会
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功労表彰（地方自治振興功労）

前上松町固定資産評価審査委員
征  矢   一  正　氏

　氏は、平成１８年１０月に上松町固定資産評価審査
委員に就任され、令和２年５月に退任されるまで５期
１３年余の永きに亘り、上松町の地方自治行政の発展
にご尽力されました。
　その間、平成２０年１０月から平成２７年７月まで
と、平成３０年８月から令和２年５月までの間は上松
町固定資産評価審査委員長職務代理者としての任を全
うされ、平成２７年７月から平成３０年８月までは上
松町固定資産評価審査委員長を務めるなど卓越した指
導力と統率力を発揮されました。
　氏は上松町固定資産評価審査委員として豊富な経験
を活かし、納税者の権利保護と固定資産税の適正な賦
課の確保に努められ多大な貢献をされました。
　氏の上松町固定資産評価審査委員として地方自治の
振興に貢献されました功績は誠に顕著であります。

功労表彰 (文化の向上）
　

前上松町公民館長　
久 保 寺　明 子　氏

　氏は、平成２３年４月に上松町公民館長に委嘱され、
令和３年３月に退任されるまで５期１０年の永きに亘
り、「笑顔の集まるところ」を合言葉に、明るく親し
みやすい公民館運営に尽力されました。
　在任中は、人と人とがつながり地域の絆を深めるこ
とを大切にし、子どもから高齢者まで幅広く参加でき
る生涯学習講座やスポーツ行事を開催し、多くの町民
が文化 , スポーツ活動に触れ合う機会を設け、公民館
事業の推進に多大な貢献をされました。
　また、平成２４年度に実施した公民館等改修事業で
は、設計段階から携わっていただき、図書室に隣接す
るカフェの設置提案等、多くの方に親しまれ利用しや
すく特色ある公民館改修が実施できました。
　氏の明るく親しみやすい温厚な性格と、保育園長、
保育士当時に培った経験は公民館長としての活動にも
生かされ、多くの町民からも慕われ、町民参加の文化、
スポーツ交流に貢献されました功績は誠に顕著であり
ます。

令
和
三
年
度 

上
松
町 

功
労
者
表
彰
式

　11 月 3 日（水）の文化の日に、令和 3 年度上松町功労者表彰式が、上松町役場大会議室において挙行されました。
今年度は、2 名の方が功労表彰を受賞されました。
今回表彰を受けられた皆様の功績について、ご紹介します。
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　１０月１５日（金）に上松小学校音楽会が行われま
した。
　音楽会は合奏の部と合唱の部に分かれて行われ、児
童たちは学年ごとに学習してきた合唱や合奏の成果
を一生懸命に発表しました。
　合奏の部では、学年が上がるにつれて、楽器の種類
が増えるなど難しい曲に挑戦し、息の合った演奏を披
露しました。
　合唱の部では、どの学年も気持ちを一つにして会場
に響き渡る声で歌を聞かせてくれました。
　発表が終わるた
びに、会場に訪れ
た保護者や先生達
から盛大な拍手が
児童たちに贈られ
ました。

　秋晴れの空の下、１１月１日（月）に上松町老人ク
ラブ連合会員による「マレットゴルフを楽しむ会」が
行われました。
　この「マレットゴルフを楽しむ会」は、会員の心身
の健康づくりをめざし、高齢者でも楽しめるマレット
ゴルフを通じてゲームを楽しみながら親睦を図ること
を目的に行われます。
　今年初めて、会員による実行委員会を立ち上げ、実
行委員会が中心となって計画から会の運営までを行い
ました。
　当日は２４名が参加し、７チームに分かれてベテラ
ンも初心者も関係なく同じチームで和気あいあいとプ
レーを楽しみました。また、初心者でも気軽に楽しめ
るようにと、ルールを厳格にしないで行ったこともあ

り、終始和やかな雰囲気で親睦を深めました。来年は
更に多くの会員の皆さまの参加をお待ちしています。
　結果は次の通りです。

一位：栃木定雄さん（東里老人クラブ）　スコア 59
二位：神田健一さん（島老人クラブ）　　スコア 68
三位：大藏正司さん（寝覚老人クラブ）　スコア 69
ホールインワン：大平信一さん（倉本老人クラブ）　
１番ホール

上松小学校音楽会

「マレットゴルフを楽しむ会」
開催
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令
和
三
年
十
一
月
一
日
付
の
異

動
者
の
紹
介
を
し
ま
す
。

新
職
（
旧
職
）　　

氏
名

総
務
課
長
補
佐

　
（
総
務
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
）

　
　
　
　
　 

今
井
　
耕
作

総
務
課
管
財
係
長

　
（
総
務
課
庁
舎
建
設
係
長
）

生
駒
　
俊
介

住
民
福
祉
課
生
活
環
境
係

　
（
企
画
財
政
課
税
務
係
）

　
根
井
　
大
輔

総
務
課
管
財
係

　
（
総
務
課
庁
舎
建
設
係
）

　
古
谷
　
崚

職
員
人
事
異
動

令
和
三
年
十
一
月
一
日
付

　

異　
　

動

　

十
月
十
三
日
（
水
）
に
上
松

町
役
場
大
会
議
室
に
て
、
Ｂ
＆

Ｇ
防
災
拠
点
整
備
及
び
災
害
時

相
互
支
援
体
制
構
築
事
業
決
定

書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が

今
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
事
業

で
、
防
災
倉
庫
の
整
備
や
重
機
、

救
助
艇
の
機
材
配
備
、
災
害
エ

キ
ス
パ
ー
ト
研
修
等
人
材
育
成

に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
、
財

団
が
自
治
体
に
三
年
間
で
総
額

五
千
四
百
万
円
を
上
限
に
助
成

を
行
い
、
周
辺
自
治
体
と
の
災

害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結
等

支
援
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る

も
の
で
す
。

　

町
で
は
こ
の
事
業
を
活
用
し
、

防
災
倉
庫
の
設
置
や
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
等
重
機
、
そ
の
他
機
材
の

配
備
、
重
機
操
作
研
修
、
避
難

所
研
修
を
行
う
予
定
で
す
。

　

授
与
式
で
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
菅

原
理
事
長
は
「
今
回
整
備
す
る

機
材
は
災
害
時
だ
け
で
な
く
平

常
時
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
今
後
Ｂ
＆
Ｇ
で
は

災
害
だ
け
で
な
く
子
供
た
ち
の

居
場
所
整
備
も
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。
そ
の
際
は
ま
た
上
松

町
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
防
災
拠
点
決
定
書
授
与
式

■小選挙区選出議員選挙 
当日有権者数　… 3,678 投票者数　……… 2,555
投票率　………… 69.47％ 有効投票　……… 2,495
無効投票　……… 60 

■比例代表選出議員選挙　　　　　　　　　　　　　　　
当日有権者数　… 3,678 投票者数　……… 2,555
投票率　………… 69.47％ 有効投票　……… 2,471
無効投票　……… 84

　

（氏名掲示順）
候補者名 党派 得票数

ながせ　由希子 日本共産党 882
後藤　しげゆき 自由民主党 1,613

（政党等名称等掲示順）
政党名 得票数

国民民主党 101.484
立憲民主党 566.515
社会民主党 129
公明党 219
日本維新の会 144
日本共産党 246
自由民主党 998
れいわ新選組 56
NHKと裁判してる党
弁護士法 72条違反で 11

第４９回衆議院議員総選挙投開票結果
　１０月３１日（日）に執行された衆議院議員
総選挙の投開票結果は次のとおりです。

（上松町投票区）
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十
月
二
十
二
日
（
金
）
か
ら

二
十
四
日
（
日
）
の
三
日
間
、
ひ

の
き
の
里
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
第
五
回
木
曽
地
域
ボ
ー
ダ
レ
ス

ア
ー
ト
展
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ　

秋
の

部
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
」
は
木
曽
郡

内
の
福
祉
施
設
利
用
者
や
養
護
学

校
・
地
元
小
学
校
支
援
ク
ラ
ス
に

在
籍
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
創

作
活
動
を
発
表
す
る
場
と
し
て
平

成
二
十
九
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

五
回
目
と
な
る
今
年
は
初
夏
と

秋
の
二
回
開
催
と
な
り
、
秋
の
部

で
あ
る
今
回
は
「
第
二
十
四
回
長

野
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭
」
の

巡
回
展
も
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
木
曽
地
域
の
施
設
、

養
護
学
校
、
小
中
学
校
の
方
達
の

作
品
七
十
一
点
に
加
え
、
県
文
化

芸
術
祭
の
受
賞
作
品
二
十
四
点
も

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ー
ト
展
に
は
三
日
間
で

百
八
十
六
人
の
方
が
訪
れ
、
来
場

者
は
個
性
的
で
作
者
の
思
い
や
感

情
の
こ
も
っ
た
作
品
を
見
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
三
日
（
土
）
に
は

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、

木
曽
地
域
か
ら
吉
村　

秀
謙
さ
ん

が
、
上
伊
那
地
域
か
ら
清
水　

一

哉
さ
ん
が
自
慢
の
ダ
ン
ス
を
会
場

で
披
露
し
ま
し
た
。
最
後
は
観
覧

し
て
い
た
方
も
一
緒
に
ダ
ン
ス
に

参
加
し
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
五
回

　

木
曽
地
域
ボ
ー
ダ
レ
ス
ア
ー
ト
展

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ 

秋
の
部
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【
村
上
　
直
也
　
隊
員
】

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
お
久
し

ぶ
り
で
す
。
協
力
隊
の
村
上
で
す
。

以
前
本
誌
で
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間

に
半
年
が
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
て
、
僕
の
最
近
の
協
力
隊
と
し

て
の
活
動
と
し
て
、
十
月
号
で
も

ご
紹
介
し
ま
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
の
開
発
・
製
造
に
加
え
、

木
工
を
ベ
ー
ス
に
町
の
小
学
生
の

皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
四
年
生
の
カ
ホ
ン
教

室
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
カ
ホ
ン

と
い
う
打
楽
器
を
自
分
た
ち
で

作
っ
て
音
楽
会
で
演
奏
を
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
協
力
隊
の
小
島

さ
ん
主
導
で
カ
ホ
ン
作
り
の
Ｄ
Ｉ

Ｙ
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

僕
は
カ
ホ
ン
演
奏
の
先
生
ま
で
や

ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
短
い
時
間
で

簡
単
な
こ
と
し
か
教
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
製
作
も
演

奏
も
セ
ン
ス
が
よ
く
音
楽
会
の
映

像
は
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で

す
。

　

さ
ら
に
現
在
五
年
生
を
対
象
に

椅
子
づ
く
り
体
験
の
木
育
授
業
も

担
当
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

木
曽
ひ
の
き
を
使
っ
て
、
皆
さ
ん

一
生
懸
命
自
分
の
椅
子
を
作
っ
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
完
成
し
た

ら
ま
た
詳
し
く
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
協
力
隊
の
活
動
外
の
お

話
で
す
が
、
音
楽
好
き
の
僕
は

十
一
月
三
日
に
行
わ
れ
た
お
祭
り

の
一
環
で
、駅
前
ス
テ
ー
ジ
で「
だ

れ
で
も
ま
ち
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
」
と
題
し
て
公
民
館
ギ
タ
ー

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
や
上
松
町
内

外
の
木
曽
の
方
々
と
一
緒
に
演
奏

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
小
さ
な
お
子
さ
ん
が

飛
び
入
り
参
加
で
歌
っ
て
く
れ
た

り
、
カ
ホ
ン
を
一
緒
に
作
っ
た
四

年
生
や
、
授
業
で
関
わ
っ
て
い
る

五
年
生
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
、
ス

テ
ー
ジ
の
楽
器
を
触
っ
て
み
た
り

僕
ら
の
演
奏
を
聞
い
て
く
れ
た
り

し
て
、
と
て
も
心
温
ま
る
イ
ベ
ン

ト
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
を
設

け
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
最
近
、
木
工
や
音
楽

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、

様
々
な
方
々
と
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
て
い
く
の
を
嬉
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
町
で
育
つ
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
も
の
づ
く
り
や
音

楽
が
一
つ
の
文
化
と
し
て
あ
る
こ

と
の
重
要
性
、
そ
し
て
大
人
も
子

ど
も
も
そ
れ
ら
を
楽
し
め
る
場
の

必
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

地域おこし
　協力隊だより

　

十
月
六
日
（
水
）
に
小
中
学
校

通
学
路
の
関
係
機
関
合
同
点
検
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
六
月
二
十
八
日
に
千
葉

県
で
起
き
た
、
下
校
中
の
児
童
五

人
が
死
傷
す
る
大
変
痛
ま
し
い
交

通
事
故
を
受
け
て
、
町
内
の
通
学

路
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
確

保
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

合
同
点
検
に
は
、
教
育
委
員
会

を
中
心
に
、
木
曽
警
察
署
、
木
曽

建
設
事
務
所
、
町
役
場
か
ら
各
担

当
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

点
検
箇
所
は
、
事
前
に
行
っ
た

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も

と
に
、
寝
覚
地
区
か
ら
三
箇
所
、

小
田
野
地
区
か
ら
一
箇
所
の
計
四

箇
所
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
参
加
職
員
が
道
路

や
周
辺
の
状
況
を
確
認
し
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
位
置
調
整
や
、
走
行

車
両
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い
よ

う
に
道
路
に
ペ
イ
ン
ト
を
施
す
な

ど
、
子
供
た
ち
が
安
全
に
通
学
で

き
る
よ
う
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。

通
学
路
に
お
け
る
合
同
点
検
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健康増進センターリレートーク　・・・健康とデータ65

こころの健康に関するアンケートの結果
　検診アンケートと同時実施したこころの健康に関するアンケート調査の結果を報告します。
　多くの皆さまのご協力、本当にありがとうございました。
　【送付数：3118　回収数：3004　回収率：96.3％】

問１　今、悩みやストレスを感じていますか？

　ストレスを「強く感じている」+「感じている」は 36％、「あ
まり感じていない」+「感じていない」は 55％であり、ストレ
スを感じている人のほうが少なかった。

【男女別】女性のほうがストレスを感じている人が多かった。（男
性：33％、女性：43％）

【年代別】20 ～ 50 代でストレスを感じている人がおよそ
50％、70 歳以上では感じていない人の割合がおよそ 70％と
高かった。

問２　悩みやストレスを感じた場合は、どのように対処していますか？

【年代別】
　ストレスを感じた時に、相談相手もいて発散方法もある人は 20 ～ 59 歳までで約 50 ～ 60％となり、60
歳以降と比べて高めであった。ただし、60 代で 5 人に 1 人、70 代以降では 3 人に 1 人が未記入であり、
質問の意図が伝わりにくかったことも考えられる。

問３　平均睡眠時間を教えてください。（複数回答可）

【全　体】7 時間が最も多く、次いで 6 時間、8 時間。
【年代別】6 時間未満と少ない人の割合が高いのは 40 ～

60 代、9 時間以上は 80 ～ 90 代が占める割
合が高かった。

【まとめ】
　ストレスや悩みを感じているかについて、20 ～ 50 歳代で高くなっていたことから、仕事や子育てに起
因する部分が多いことが考えられました。ただ、相談相手がいたり、発散方法がある人は、どちらか一方も
含めて 70％ほどであり、なんらかの解決方法を得ている方は多かったです。
　睡眠の質ということでは、世代間での差はそれほどなく、全体のおよそ 6 割強の方が、ぐっすり眠れて
いて、3 割弱の方が眠れていないという結果でした。ただし、ストレスを強く感じている人だけでみると、ぐっ
すり眠れている人はおよそ 25％となり、4 人に１人と低かったです。このことからも、強いストレスは睡
眠を妨げる原因となり得ることが考えられます。よりよい睡眠のためには、ストレスを軽減できるといいの
で、誰かに話を聞いてもらったり、自分なりの発散方法を見つけられるとよいですね。相談先の 1 つとして、
あげまつまち健康相談ダイヤル２４もご利用ください。（今回の結果は担当課内で共有し、今後の業務に活
かしてまいります。）
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広　報　あげまつお 知 らせ
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　林業退職金共済制度（林退共）へ加入しませんか

　林退共は昭和５７年に発足した林業界で働く方のために国が作った退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、従業者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼
り、その従業者が林業界をやめたときに林退共から退職金を支払うという、いわば林業界全体の退
職金制度です。

〇掛金は、税法上について、法人では損金、個人企業では必要経費となります。
〇掛金の一部を国が免除します。
〇雇用事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

事業主の皆様へ
・共済証紙は労働日数に応じて貼付して下さい。
・共済手帳を所持している従業者が林業界を引退するときは、忘れずに退職金を請求するよう

指導して下さい。
　詳しいことは、以下の連絡先へお問い合わせ下さい。

＜お問い合わせ先＞
独立行政法人勤労者退職金共済機構
　　　　　　　　　林業退職金共済事業本部

〒170-8055　東京都豊島区東池袋1-24-1
　　　　　　　　　ニッセイ池袋ビル
電話03-6731-2889　FAX03-6731-2890
ホームページ　
　　　　https://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp


